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人
形
町
商
店
街
協
同
組
合
は
応
援
し
て
い
ま
す
。
人
と
セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ
グ
の
心
の
ふ
れ
あ
い
。
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特
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● CLOSE-UP─祭り衣装のルーツを探る！
● げんちゃんのイチ押し─デザート大好き！
● TOPICS─母の日って？！

人形町、春のお祭り

　
水
天
宮
前
の
半
蔵
門
線
の
地

下
鉄
工
事
が
始
ま
っ
た
当
時
に
、

工
事
現
場
か
ら
蛎
殻
が
層
に
な

っ
て
、
大
量
に
出
て
き
て
`
蛎

殻
町
由
来
の
貝
塚
a
と
各
新
聞

が
報
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
界
隈
の
住
人
で
あ
る
私

達
は
、
以
前
よ
り
こ
の
土
地
の

地
下
か
ら
、
掘
り
出
さ
れ
る
貝

の
破
片
や
、
海
浜
の
残
物
な
ど

は
珍
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
蛎
殻
が
大
量
に
出
て
き

た
事
に
は
少
な
か
ら
ず
興
味
を

も
ち
ま
し
た
。

　
出
土
し
た
現
場
は
水
天
宮
前

の
元
電
車
通
り
の
地
下
か
ら
で
す
。

こ
の
周
辺
の
江
戸
以
前
は
海
で
、

そ
こ
は
海
底
に
貝
類
や
「
か
き
」

の
住
み
よ
い
生
活
環
境
で
し
た
。

　
き
れ
い
な
海
水
と
、
川
の
水

と
が
流
れ
込
ん
で
い
る
、
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
の
豊
富
な
水
際
は
、「
か

き
」
の
格
好
の
生
活
圏
と
な
り

ま
す
。
江
戸
以
前
の
こ
の
あ
た

り
が
適
当
な
水
辺
で
し
た
。
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
の
よ
う
に
浮
遊
し

な
が
ら
大
き
く
な
っ
た
「
か
き
」

は
、
水
辺
の
岩
や
杭
、
海
底
の

石
な
ど
に
附
着
し
て
成
長
し

ま
す
。

　
「
か
き
」
の
住
む
条
件
に
か

な
っ
た
水
辺
で
あ
っ
た
水
天
宮

の
前
は
、
永
い
歳
月
の
間
に
「
か

き
」
の
繁
殖
の
場
所
で
し
た
。

江
戸
湊
の
奥
の
水
辺
が
、
そ
の

ま
ま
掘
り
割
の
底
と
し
て
残
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
新

聞
の
見
出
し
の
貝
塚
の
跡
で
は

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

文
・
有
田
芳
男

水天宮と都電（昭和44年10月19日）。この付近から貝殻が出土した。

32年ぶりに復活した稚児行道
春だ！祭りだ！お神輿ワッショイ！
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人
形
町
、

春
の
お
祭
り

今
、な
ぜ
「
稚
児
行
道
」
な
の
？

　
「
稚
児
行
道
」
の
歴
史
や
由
来
は
諸
説
が
あ
り
、

こ
れ
か
ら
社
会
の
一
員
に
な
る
小
さ
な
新
人
の
顔

見
せ
と
か
、
子
供
を
「
客
人（
神
様
）」
に
見
立
て
、

観
客
が
一
年
の
反
省
を
す
る
と
か
、
捉
え
方
は
様
々
。

い
ず
れ
に
し
て
も
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
祈
る
た
め
の
親
子
の
た
め
の
伝
統
行

事
で
あ
る
こ
と
は
確
か
。
人
形
町
で
も
、
今
年
5

月
5
日
、
32
年
振
り
に
「
稚
児
行
道
」
が
復
活
す
る
！ 

地
域
の
結
束
が
薄
ら
い
で
き
て
い
る
昨
今
、
街
や

寺
社
が
声
を
掛
け
合
い
、
子
供
の
健
や
か
な
成
長

を
願
う
「
稚
児
行
道
」
を
行
う
こ
と
は
意
義
深
い
。

お
寺
と
神
社
が
共
存
す
る
街
、

人
形
町
な
ら
で
は
の「
稚
児
行
道
」

祭
り
は
秋
だ
け
で
な
い
！

春
に
も
お
神
輿
や
お
祭
り
が
勢
揃
い
。

特
に
今
年
は
5
月
に
32
年
振
り
に
、
人
形
町
で
「
稚
児
行
道
」
が

復
活
す
る
。
他
に
も
花
ま
つ
り
、
水
天
宮
例
大
祭
、
椙
森
神
社
例

大
祭
に
、
神
田
明
神
・
末
廣
神
社
・
松
島
神
社
が
そ
れ
ぞ
れ
本
祭

を
開
催
。
さ
あ
賑
や
か
な
人
形
町
に
み
ん
な
で
出
掛
け
よ
う
！

祭
り
は
秋
だ
け
で
な
い
！

春
に
も
お
神
輿
や
お
祭
り
が
勢
揃
い
。

特
に
今
年
は
5
月
に
32
年
振
り
に
、
人
形
町
で
「
稚
児
行
道
」
が

復
活
す
る
。
他
に
も
花
ま
つ
り
、
水
天
宮
例
大
祭
、
椙
森
神
社
例

大
祭
に
、
神
田
明
神
・
末
廣
神
社
・
松
島
神
社
が
そ
れ
ぞ
れ
本
祭

を
開
催
。
さ
あ
賑
や
か
な
人
形
町
に
み
ん
な
で
出
掛
け
よ
う
！

烏帽子、冠、

華やかな上衣、袴…。

保護者に手をひかれ、

行列となって街を

歩いていく子供たち。

│
│
32
年
振
り
人
形
町
に
「
稚
児
行
道
」
が
復
活
す
る
！
│
│
※
写
真
提
供
 
重
盛
永
造
氏

人形町、春のお祭り

「
弟
た
ち
と
一
緒
に
衣
装
を
着
て
参
加
し
ま
し
た
。
当
時
6
歳
で
、

私
が
最
年
長
で
し
た
が
、
実
は
あ
ま
り
憶
え
て
い
な
い
ん
で
す
。
た

だ
着
慣
れ
な
い
衣
装
を
ま
と
い
、
歩
き
に
く
い
こ
と
と
、
「
金
龍
の

舞
」
の
前
で
写
真
を
撮
っ
た
の
は
何
と
な
く
…
…
。
改
め
て
写
真
を

見
る
と
、
当
時
の
街
の
様
子
が
分
か
り
`
街
も
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
な

あ
a
と
懐
か
し
か
っ
た
り
し
ま
す
が
、

自
分
の
写
真
を
見
る
と
、
な
ん
だ

か
他
人
事
の
よ
う
な
気
が
し
ま

す
ね
。
で
も
今
ま
で
大
き
な

病
気
ひ
と
つ
し
て
い
な
い
の

は
、
こ
の
行
列
の
お
陰
か
な

（
笑
）」
と
、
人
形
町
生
ま
れ

で
人
形
町
育
ち
の
彼
は
、
ち

ょ
っ
ぴ
り
恥
ず
か
し
そ
う
に
話

し
て
く
れ
た
。

写
真
中
央
・
重
盛
永
一
郎
氏

今とは違い、高いビルもない、空が広い人

形町通り。道の両側にはお店がひしめき合

う賑やかな街。そこで大観音寺現本堂の重

建を祝い「稚児行列」が行われた。それは

昭和48年3月18日のことだった。

今とは違い、高いビルもない、空が広い人

形町通り。道の両側にはお店がひしめき合

う賑やかな街。そこで大観音寺現本堂の重

建を祝い「稚児行列」が行われた。それは

昭和48年3月18日のことだった。

　
そ
の
昔
、
日
本
で
は
山
や
木
な
ど
を̀

御
神
体
a

と
崇
め
拝
ん
で
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
仏
教
が
渡

来
し
、
聖
徳
太
子
の
時
代
、
神
道
と
仏
教
が
融
合

し
、
神
に
も
仏
に
も
頭
を
下
げ
ら
れ
る
日
本
独
特

の
宗
教
心
が
芽
生
え
た
の
で
あ
る
。
現
在
「
稚
児
行

道
」
は
、
お
寺
・
神
社
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
に
祝
賀
行

事
と
し
て
取
り
入
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
お
寺
と

神
社
が
声
を
掛
け
合
っ
て
の
「
稚
児
行
道
」
は
珍
し

い
。
街
と
お
寺
、
神
社
が
調
和
さ
れ
て
い
る
人
形

町
だ
か
ら
こ
そ
の
行
事
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

昭
和
48
年
の「
稚
児
行
道
」に
参
加
し
た

重
盛
永
一
郎
氏
に
聞
く
。
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稚
児
行
道

申
込
要
項

◆ 

日
　
　
時
　
平
成
17
年
5
月
5
日（
木
）大
安
　
午
後
1
時
〜
4
時

◆ 

募
集
人
数
　
50
名

◆ 

対
象
年
齢
　
満
3
歳
よ
り
7
歳
ま
で
の
男
女

◆ 

募
集
期
間
　
4
月
1
日
よ
り
4
月
10
日
ま
で（
定
員
と
な
り
次
第
締
切
）

◆ 

募
集
受
付
　
水
天
宮
・
大
観
音
寺

◆ 

申

込

金

　（
冥
加
料
）　
1
万
円（
お
土
産
付
）

甘
酒
横
丁

新
大
橋
通
り

人形町
交差点 甘酒横丁

交差点

水天宮
交差点

夕暮れ時のライトアップされた大観音寺

安産、子授のお宮・水天宮

●4月8日開催／お釈迦様の誕
生日に降誕を祝って行われる仏
教行事で、花御堂を作り、誕生仏
に甘茶をかけてお祝いします。人
形町商店街協同組合では、当日
ご参拝に来られた方に、甘茶と人
形町の銘菓でご接待します。

●5月5日開催／「安産の神様」
として知られる水天宮の祭礼で、
一年で最も重要な祭。お神楽が
奉納される。当日は神社周辺に
露店が立ち並び、舞台では能など
が催されます。

人形町、春のお祭り人形町、春のお祭り

　
古
式
ゆ
か
し
い
重
そ
う
な
衣
装
、

顔
に
は
白
粉
に
口
紅
。
見
る
と
眉

の
上
あ
た
り
に
薄
墨
色
で
円
く
も

う
一
つ
の
眉
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
ど
う
や
ら
魔
よ
け
の
意
味

ら
し
い
。
そ
ん
な
化
粧
を
施
し
た

子
供
た
ち
は
親
に
連
れ
ら
れ
て
、

ま
ず
は
「
大
観
音
寺
」
へ
。
こ
こ
「
大

観
音
寺
」
は
、
浅
草
寺
の
末
寺
、

江
戸
三
十
三
観
音
の
第
三
番
札
所
で
、

人
形
町
で
尊
い
唯
一
の
お
寺
だ
。

階
段
を
一
段
ず
つ
上
り
な
が
ら
本

堂
へ
向
か
う
。
そ
う
「
稚
児
行
道
」

は
「
大
観
音
寺
」
で
の
御
祈
願
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
そ
の
後
、
子
供
た
ち
は
何
と
も

歩
き
づ
ら
い
草
履
を
引
き
ず
り
な

が
ら
、
人
形
町
の
町
に
。
誰
も
が

知
っ
て
い
る
老
舗
が
並
ぶ
町
並
み
は
、

と
っ
て
も
賑
や
か
だ
。
行
列
は
ゆ

っ
く
り
進
み
な
が
ら
、
水
天
宮
交

差
点
へ
と
進
む
。
こ
こ
で
も
「
大

観
音
寺
」
同
様
に
階
段
を
上
り
な

が
ら
、
境
内
へ
と
向
か
う
。

「
水
天
宮
」
は
安
産
と
子
授
に
ご
利

益
あ
る
神
様
を
祀
る
神
社
。
こ
こ

で
は
5
月
5
日
の
こ
の
日
、
午
後

か
ら
恒
例
の
例
大
祭
が
開
催
さ
れ
、

境
内
は
露
店
が
立
ち
並
び
、
普
段

と
は
違
い
賑
や
か
だ
。
そ
こ
で
一

行
は
御
祓
い
と
記
念
の
集
合
写
真
を
。

　
ち
ょ
っ
ぴ
り
お
疲
れ
気
味
の
子

供
た
ち
は
、
そ
の
後
、
再
び
、
人

形
町
通
り
を
練
り

歩
き
、
午
後
4

時
頃
、
再
び

「
大
観
音
寺
」

へ
戻
り
、「
稚

児
行
道
」
は

終
わ
る
。

※
写
真
は
平
成
16
年
の
例
大
祭

※
当
日
は
日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。



7 Ningyocho Ningyocho 6

家
庭
円
満
、
縁
結
び
、
商
売
繁
昌
、
事
業

繁
栄
の
守
護
神
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

神
田
明
神
。
5
月
に
行
わ
れ
る
神
田
祭
は
、

江
戸
三
大
祭
の
ひ
と
つ
で
、
2
年
に
1
度

の
祭
礼
。
3
基
の
鳳
輦
神
輿
が
広
い
氏
子

区
域
を
1
日
が
か
り
で
巡
行
す
る
神
幸
祭
、

氏
子
108
町
会
の
神
輿
100
基
近
く
が
神
社
に

参
拝
す
る
氏
子
神
輿
宮
入
を
中
心
に
賑
々

し
く
行
わ
れ
る
。

御
鎮
座
は
今
か
ら
400
年
以
上
前
と
伝
え

ら
れ
る
末
廣
神
社
。
吉
原
が
現
在
の
地

に
移
る
以
前
の
元
吉
原（
葭
原
）の
総
鎮

守
社
と
し
て
篤
く
信
仰
さ
れ
て
き
た
。

御
神
宝
の
古
文
書
は
中
央
区
の
有
形
文

化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
今
年
は
2

年
に
1
度
の
連
合
祭
礼
の
年
。
14
日
に

は
町
内
を
、
15
日
に
は
、
末
廣
神
社
の

神
輿
を
含
め
約
6
基
の
神
輿
が
集
い
人

形
町
界
隈
を
練
り
歩
く
。

聖徳太子がはじめて市を立てた時に市の守護神として仰ぎ、商売
の神、福徳の神とあがめたことに始まるといわれる椙森神社。毎
年地元と氏子の繁栄を願って例大祭が執り行われ、今年は、3年
に1度の本祭の年。神輿は鳳凰だけでも約16貫(約60kg)もあり常
時60人ほどの担ぎ手によって交代で担がれる。

稲
荷
大
神
を
始
め
日
前
大
神（
天
照
大
神
）や
大
黒
主
神
な
ど
、

全
部
で
14
柱
の
御
祭
神
を
祀
る
松
島
神
社
。
明
暦
の
大
火
前
、

周
囲
は
と
て
も
栄
え
た
歓
楽
街
で
人
形
細
工
の
職
人
、
歌
舞

伎
役
者
な
ど
、
芸
能
関
係
や
庶
民
の
参
拝
が
盛
ん
だ
っ
た
と

い
う
。
今
年
は
2
年
に
1
度
の
本
祭
の
年
。
14
日
に
は
、
1

尺
5
寸（
約
45
⁄
）の
神
輿
を
40
〜
50
人
が
交
代
で
担
ぎ
、
2

〜
3
周
町
内
を
練
り
歩
く
。

神田明神

椙
森
神
社

松
島
神
社

末廣神社

千代田区外神田2-16-2
TEL：03-3254-0753

中央区日本橋堀留町1-10-2
TEL：03-3661-5462

中央区日本橋人形町2-25-20
TEL：03-3667-4250

中央区日本橋人形町2-15-2
TEL：03-3669-0479

5月12日L
5月13日M
5月14日N
5月15日H
5月16日I

鳳輦・神輿遷座祭
氏子神輿御霊入れ
神幸祭
氏子神輿宮入参拝
献茶式
例大祭

神 田 祭

人形町界隈の神社と

〜
お
神
輿
　

大
特
集
〜

お神輿をご紹介。

写
真
提
供  

大
塚
平
吉
氏

写真提供  有田芳男氏

写真提供  有田芳男氏

写
真
提
供  

有
田
芳
男
氏

※本年度は本祭の年にあたり、神田・末廣・松島神社連合祭礼
　を行います。

※本年度は
　本祭の年にあたり、
　神田・末廣・松島神社
　連合祭礼を行います。

※本年度は本祭の年にあたり、
　神田・末廣・松島神社連合祭礼を行います。

人形町、春のお祭り人形町、春のお祭り

祭礼
（日程）
5/13M
5/14N
5/15H

御霊入れ
町内渡御
連合・町内
渡御

祭礼
（日程）
5/13M
5/14N
5/15H

御霊入れ
町内渡御
連合・町内
渡御

祭礼
（日程）
5/13M
5/14N
5/15H

御霊入れ
町内渡御
連合・町内
渡御

例大祭
（日程）
5/12L
5/13M
5/14N

御霊入れ
神輿渡御
子供神輿
町内渡御
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第14回人形町のヒト・モノ・コト

粋
で
い
な
せ
な
祭
り
の
衣
装
。

「
法
被（
は
っ
ぴ
）」
に
「
ね
じ
り
鉢
巻
」

「
パ
ッ
チ
」
や
「
ど
ん
ぶ
り
」
と

そ
の
名
前
も
様
々
。

中
に
は
馴
染
み
の
な
い
名
前
も
あ
る
の
で
は
？

そ
こ
で
今
回
は
祭
り
衣
装
の
由
来
や
意
味

を
ご
紹
介
。

甘
酒
横
丁

新
大
橋
通
り

大門通り

清洲橋通り

グリーンベルト

人形町通り人形町交差点 甘酒横丁交差点 水天宮交差点

a

a

明治座
b

b

ロイヤルパークホテル

ワコーA

A

カフェ・ドルチェB

高久C

カフェ・ド・クリエD

D

須賀屋果実店ジュース工房E

E

花繁F

F

久助G

G

大観音寺H

H

水天宮I

B

松島神社J

J

末廣神社K

C 椙森神社L
L

I

K

今号ご紹介の

＊人形町スポット＊

祭
り
衣
装
の
ル
ー
ツ
を
探
る
！

鉢
巻
、
手
拭
の
巻
き
方
色
々

ねじり鉢巻

向う鉢巻

後鉢巻

横鉢巻

大黒かぶり

けんかかぶり

【
半
纏（
は
ん
て
ん
）法
被（
は
っ
ぴ
）】

　
半
纏
、
法
被
は
祭
り

の
揃
い
衣
装
と
し
て
お

馴
染
み
で
す
。
も
と
も

と
は
、
法
被
は
武
家
の
奉
行
人
が

着
る
薄
青
や
茶
色
の
木
綿
地
で
ひ

ざ
丈
ぐ
ら
い
に
仕
立
て
た
広
袖
の

普
段
着
で
、
半
纏
は
細
い
袖
が
つ

い
た
紺
染
め
の
羽
織
に
似
た
防
寒

着
で
し
た
。
し
か
し
江
戸
時
代
後

期
に
な
る
と
両
方
と
も
お
も
に
職

人
の
仕
事
着
と
し
て
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
区
別
が
つ
か
な
く
な

り
ま
し
た
。

【
股
引（
通
称
：
パ
ッ
チ
）腹
掛（
通
称
：
ど
ん
ぶ
り
）】

　
股
引
は
モ
モ
ハ
ギ
が
転
じ
た
も
の
と
い
い
、

股
ま
で
か
か
る
脛
巾（
は
ば
き
）の
意
味
で
、
パ

ッ
チ
は
、
朝
鮮
語
の
袴
か
ら
で
て
い
る
と
い
わ
れ

ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
は
股
引
、
半
纏
、
腹
掛
は
セ
ッ

ト
に
な
っ
た
職
人
風
俗
の
代
表
で
あ
り
、
い
な

せ
で
カ
ッ
コ
イ
イ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
し
た
。

　
ど
ん
ぶ
り
は
、
腹
掛
に
あ
る
ポ
ケ
ッ
ト
の
事
。

現
在
で
は
、
腹
掛
自
体
を
ど
ん
ぶ
り
と
呼
ぶ
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
「
丼
勘
定
」

と
い
う
言
葉
は
、
職
人
が
ど
ん
ぶ
り
の
中
の
小

銭
を
数
え
な
い
で
適
当
に
渡
し
た
こ
と
が
語
源
。

【
鯉
口
シ
ャ
ツ（
通
称
：
ダ
ボ
シ
ャ
ツ
）】

　
腹
掛
の
下
に
着
る
襟
無
し
の
シ
ャ
ツ
。
も
と

も
と
鯉
口
と
は
、
水
仕
事
の
と
き
に
羽
織
っ
た

着
物
の
こ
と
で
、
袖
口
が
細
く
、
そ
の
形
が
鯉

の
口
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
。

【
鉢
巻
、手
拭
】

　
戦
の
と
き
に
烏
帽
子
が
脱
げ

な
い
よ
う
に
上
か
ら
締
め
た
の

が
鉢
巻
で
す
。
ま
た
「
古
事
記
」

な
ど
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
神
功

皇
后
が
朝
鮮
半
島
に
出
征
し
た

と
き
に
、
従
っ
た
女
性
た
ち
が

着
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、
鉢
巻

は
戦
勝
の
お
守
り
に
な
っ
た
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
で
は
、
タ
オ
ル
と
同
じ

よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
手
拭
も
、

も
と
も
と
は
民
衆
が
頭
に
か
ぶ

る
礼
装
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

【
足
袋
・
地
下
足
袋
】

　
足
袋
は
冬
の
防
寒
具

と
さ
れ
、
江
戸
時
代
に

は
武
士
が
足
袋
を
は
い

て
良
い
時
期
は
9
月
か

ら
翌
年
の
2
月
ま
で
と

決
ま
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
普
段
に
は

黒
や
紺
、
柄
物
な
ど
を

使
い
、
正
装
の
と
き
に

は
白
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

法被

足袋

鯉口シャツ

股引（通称：パッチ）

腹掛
（通称：どんぶり）

※地図には『人形町』春号に掲載されているお店・神社等が記されています。
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ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
 

9
0
0
円

チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
ワ
ッ
フ
ル
 

2
1
0
円

春はポカポカ陽気に誘われて、
花見に、お散歩と、ついつい外へ。
でも甘いもの大好きなボクは、

『花よりデザート』。

日本橋人形町2-6-5
03-3664-6070
月～金  7：00～21：00
　土　  9：00～17：30
日・祝

カフェ・ド・クリエ

日本橋人形町1-14-10
03-3666-3334
月～土  10：00～21：00
日・祝  10：00～18：00
無休

カフェ・ドルチェ

洋・和菓子の老舗「三原堂本店」の2F
に位置する「カフェ・ドルチェ」。落
ち着いた雰囲気と見晴らしが良い店内
では、のんびり過ごすお客様が多いと
か。ここでのオススメは何と言っても
「ミルフィーユ」。注文を受けてから、
盛り付けをするので、多少時間は掛か
るが新鮮な苺と香ばしく焼き上げたサ
クサクのパイを楽しめ
るのが、うれしい！

“「一杯のしあわせ」からはじまる「た
くさんのしあわせ」を”をモットーに
全国展開する「カフェ・ド・クリエ」。
定番の「チョコバナナワッフル」は、
オリジナルレシピで一枚一枚丁寧に焼
き上げられた生地を使用。ふ
んわりとした生地と生クリー
ムが絶妙で、ドリンクセット
が420円とリーズナブルな料金
設定も人気の秘密。

苺
の
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
 

4
0
0
円

日本橋人形町1-16-6
03-3666-9724
月～金  9：30～18：30
土日祝

須賀屋果実店ジュース工房 

日本橋人形町1-16-7
月～金    7：00～22：30
土日祝  11：00～21：30
無休

コーヒー  高久

イ
チ
ゴ
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
 

7
5
0
円

日本橋人形町2-6-4
03-3666-7631
月～金  9：00～22：30
土・祝  9：00～17：00
　日

カフェテラス  ワコー

人形町の交差点にある「ワコー」。朝は
9時からモーニングサービスがあり、朝食
を済ませてから会社へ行くサラリーマ
ンも少なくない。店内はレトロ調のポ
スターが貼られ、雰囲気満点だ。メニ
ューもドリンクはもちろん、甘味から
軽食まで。中でもホットケーキ（450円～）
は人気！ふっくらとして懐かしい味。
注文してから焼くので時間は掛かるけど､
待ってみる価値あり！

メ
ー
プ
ル
プ
リ
ン

3
7
8
円

日本橋蛎殻町2-1-1
ロイヤルパークホテル地下1階
03-3667-1111
月～金  10：00～20：30
無休

デリカテッセン  ロイヤルデリカ

1959年創業の老舗、須賀屋果実店開業
の「ジュース工房」。店内は作りおき
ではなく、注文を受けてから果物をジ
ューサーの中に。種類は豊富でバナナ
ミルク、パイナップル、イチゴ、メロ
ン、マンゴーなどなど。他に
も健康を意識した青汁、お腹
すっきりジュース、瞳スッキリ
ジュースなど。旬な果物ジュ
ースが飲めるのが、うれしい！

パンやケーキ、洋風
デリカや中華惣菜な
どホテルオリジナルの味が揃うテイク
アウトの店「ロイヤルデリカ」。人気
の「メープルプリン」は、オーガニッ
クメープルシュガーを使用したナチュ
ラルな甘さと、とろけるような食感が
たまらない！すぐに食べたいという人
は１階の「コーヒーショップシンフォ
ニー」でどうぞ。

甘酒横丁交差点に位置する「コーヒー
高久」。炭火焙煎で入れたコーヒーと
有田焼の器が評判で、常連さんも多い。
そんなこだわりのコーヒーに良く合う
ケーキは日替りで４種類程。一押しの
「苺のシャルロット」は濃厚
なバニラムースの上にサッパ
リとした苺がたっぷりのった
贅沢なケーキでコーヒーとの
相性はバツグン！

青汁＆りんご
315円

マ
ン
ゴ
ー
の
ア
イ
ス
 

2
6
2
円

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
　

3
9
9
円

菜
果
　

3
1
5
円



13 Ningyocho Ningyocho 12

ロイヤルパークホテル 明　治　座

　　　　　●散策コースと料金

～AZUMI on STAGE～

黒木メイサ  生田斗真（ジャニーズJr）  長谷川純（ジャニーズJr）

山本 亨　山崎銀之丞（特別出演）　涼風真世　的場浩司

【会期】 4月3日（日）～4月26日（火）
【料金】 S席：10,000円  A席：8,000円  B席：5,000円
【開演】 昼の部：13：00　夜の部：18：00

●明治座チケットセンター
　営業時間 10：00～17：00

お問い合わせ
ご　予　約 03-3667-1111 03-3660-3900

「人力車」江戸下町散策ツアー「人力車」江戸下町散策ツアー

母
の
日 

っ
て
！？

5
月
の
第
2
日
曜
日
は「
母
の
日
」
。

毎
年
こ
の
日
に
、感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、

母
親
に
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
贈
り
ま
す
。

今
回
は
「
母
の
日
」
に
つ
い
て
、そ
の
由
来
や
カ
ー
ネ
ー
シ

ョ
ン
の
花
言
葉
ま
で
、ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
母
の
日
」
を
祝
う
行
事
の
誕
生
は
、
は
る
か
古
代
ま
で
遡

り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
よ
う
に

母
の
日
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
20
世
紀
初
頭
の

ア
メ
リ
カ
で
母
親
思
い
の
女
性
が
起
こ
し
た
行
動
が
き
っ
か

け
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　
日
本
で
初
め
て
の
「
母
の
日
」
を
祝
う
行
事
が
行
わ
れ
た

の
は
、
明
治
の
末
期
頃
。
そ
の
後
、
昭
和
に
入
る
と
「
母
の

日
」
は
3
月
6
日
に
。
こ
の
日
は
当
時
の
皇
后
の
誕
生
日
に

あ
た
り
、
現
在
の
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
戦
後
し
ば
ら
く
し

て
か
ら
。
そ
し
て
一
般
に
広
く
知
れ
渡
っ
た
の
は
、

1
9
3
7
年（
昭
和
12
年
）頃
か
ら
。
そ
れ
は
お
菓
子
メ
ー
カ

ー
が
告
知
を
始
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
母
の
日
」
は
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
？

　
「
母
の
日
」
に
贈
る
花
・
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
。
カ
ー
ネ
ー
シ

ョ
ン
は
、̀
十
字
架
に
か
け
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
を
見
送
っ
た
聖

母
マ
リ
ア
が
落
と
し
た
涙
の
後
に
生
じ
た
花
a
と
言
わ
れ
、

さ
ら
に
花
の
中
央
部
の
赤
色
は
、
キ
リ
ス
ト
の
体
か
ら
散
っ

た
血
の
色
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

　
母
性
愛
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
る
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま

れ
た
の
は
、
旧
ソ
連
の
コ
ー
カ
サ
ス
地
方
。
そ
の
後
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
中
心
に
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
、
遠
く
海
を
越
え
て
、

明
治
35
年
に
東
京
の
新
宿
御
苑
で
日
本
初
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

な
ぜ
、カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
贈
る
の
？

　
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
赤
い
花
だ
け
で
な
く
、
ピ
ン
ク
・

黄
色
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
花
言
葉
も
違
う
の
で
、

ミ
ッ
ク
ス
し
て
贈
り
分
け
て
も
楽
し
い
で
し
ょ
う
。

花
言
葉
は
、
愛

「
真
実
の
愛
」「
愛
情
」「
情
熱
」

「
感
謝
」「
上
品
・
気
品
」｢

暖
か
い
心｣

｢

美｣

「
嫉
妬
」「
愛
情
の
揺
ら
ぎ
」「
友
情
」

｢

尊
敬｣｢

純
潔
の
愛｣

「
誇
り
」｢

気
品｣

「いなせ寿司」の四代目げんちゃんと楽しい家族たちのお話。

INFORMATION

───出 演───

日本橋人形町2-31-1
03-3666-9983
月～土  17：00～22：30
日・祝

豚と大根の煮たの  850円
蒸し鳥のバンバンジー風  850円

竹筒どうふ  600円
芋焼酎「黒ぢょか」二合  1,100円 ※ ラストオーダー  22：00

和風DINING

OPENNEW

●花繁／「母の日」用の花束

日本橋人形町1-4-14
03-3666-8716
月～金  9：00～19：00
　土　  9：00～17：00
日・祝  電話にてご相談下さい。

5代目ご主人

　
老
舗
の
お
店
が
多
い
人
形
町
に
、

都
内
で
一
番
古
い
花
屋
が
あ
る
。

創
業
は
天
保
3
年（
1
8
3
2
年
）、

現
在
の
ご
主
人
で
5
代
目
と
な
る
「
花

繁
」
。
初
代
が
、
近
く
の
花
屋
が
店

じ
ま
い
す
る
こ
と
で
、
株
を
買
い
、

家
人
に
や
ら
せ
た
の
が
始
ま
り
。

そ
し
て
3
代
目
か
ら
築
地
本
願
寺

ご
用
達
の
花
屋
に
。
お
店
に
は
「
立

華
式
仏
華
」
と
い
い
、
松
を
使
っ
て

立
派
な
飾
り
も
の
を
つ
く
る
技
術

や
「
積
み
樽
」
と
い
い
、
積
み
上
げ

た
酒
樽
の
上
に
コ
ケ
松
を
盆
栽
の

よ
う
に
植
え
る
職
人
芸
が
伝
統
と

し
て
残
る
。

　
こ
の
お
店
で
は
「
母
の
日
」
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
、
花
キ
ュ
ー
ピ

ッ
ト
以
外
に
も
直
接
頼
め
ば
翌
日

着
で
届
け
て
く
れ
る
。
こ
ん
な
伝

統
あ
る
花
屋
さ
ん
か
ら
、「
母
の
日
」

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈

れ
る
の
も
、
ま
さ
に

人
形
町
な
ら
で
は
の

こ
と
だ
。

築地本願寺の仏華

由緒正しき、花屋さん 花繁由緒正しき、花屋さん 花繁日
本
橋
が
発

祥
の
地
で
あ
る

「
人
力
車
」
を

展
示
す
る
と

と
も
に
実
際

に
ご
乗
車
い
た
だ
き
、

下
町
情
緒
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

人形町界隈レギュラーコース（1時間）

車夫おまかせコース（20分） 6,300円

2名様：15,750円　1名様：10,500円
人形町界隈デラックスコース（1.5時間）
2名様：21,000円　1名様：13,650円

日本橋七福神めぐり（2時間）
2名様：28,350円　1名様：18,900円

※3月31日までの期間限定

あずみ
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Vol.95

春号 協　賛　店　一　覧

●日本料理・酒処

ふぐ あをき

割烹 魚久

和風居酒屋 えいと

寿司 江戸浜

串揚げ 絵凡

お食事処 おおいし

そば処 翁庵

ふぐ料理 かねまん

元気玉の 神田七ふく人形町店

下町の味  　寿司

関西料理 人形町北浜

ふぐ・一品料理 吉星

割烹 吉晁

やきとり 久助

鮨懐石 京樽人形町総本店

うなぎ 　代川

和風料理 清濱田

碇そば・酒処 金碇庵

居酒屋 くじらい

すし処 彩旬

お好み焼 さのや

ふぐ・一品料理 三栄

生そば 松竹庵

お料理＆ギャラリー 旬彩

寿司幸

居酒屋 素材屋人形町店

鳥料理 玉ひで

タンゴーズダイニング日本橋人形町店

居酒屋 たんぽぽ

てん丼 てんや人形町店

日本そば 東嶋屋

旬の味 十四郎

鉄板焼 とみしま

釜めし なかにし

寿司 中乃見家

北の味紀行と地酒 北海道

鮨の味 満寿鮨

お好み焼・鉄板焼 松浪

牛めし 松屋人形町店

スナック 弥太郎＆ゆき

浜町 薮そば

魚河岸料理 よし梅

牛丼の 吉野屋人形町店

鮨処 六兵衛

●レストラン・中華料理

中華 あづま軒

イタリア料理 アル・ポンテ

レストラン アントレ

レストラン カサドール

西洋厨房 ガリバー

洋食 キラク

グリルツカサ

西洋料理 ぐるとん

カレーハウス Coco壱番屋

洋食 小春軒

四川亭

　　　　   シディーク水天宮前店

翠蓮

創作食遊房 セリカ 

太一ラーメン

中華 大洋軒

レストラン テキサス

中華料理 天下一

トラットリア サンマルツァーノ

中華そば  日高屋人形町店

焼肉レストラン 富士

紅虎餃子房 人形町店

レストラン 芳味亭

ハンバーガー 日本マクドナルド

北京料理 明華園

洋食 来福亭

欧風料理 ラ・コンセルジュ

●喫茶

喫茶去 快生軒

カフェ・ド・クリエ

カフェ・ドルチェ

カフェ・ロイド

珈琲 千里軒

コーヒー 高久

ドトールコーヒー 人形町一丁目店

レストラン・喫茶 ばく

甘味処・お好み焼  初音

珈琲 ぶるぼん

カフェレストラン ロン

カフェテラス ワコー

●教養・趣味・生活

趣味のギフト 伊勢茂

打刃物 うぶけや

遠藤電気商会

印章・ゴム印 大橋印房

かえる小物グッズ かえる屋

くま薬局

携帯プラザ 人形町店　

コボリ文具店

佐野時計店

楊枝 さるや

株式会社 三喜

至誠堂書店

志村商店

BOOKS ジョイ 

BOOKS PISMO

香老舗 松榮堂

清心丹薬局

金券ショップ 大黒屋

大成堂薬局

文具のチシマ

婦人服修理 つるや洋装

東京家具

日用品ビデオ企画 戸田屋商店

ドラッグ・オゾン

家庭金物・化粧品 なんや商店

ニッポンレンタカー

日本通運 東京支店

日本橋かきがら町クリニック

人形町指圧リバース

人形町ロックサービス

レンタルスペース 白天堂

花繁

DPE パレットプラザ

ガス器具販売修理 日比野商店

ヒラマツ靴店

ファミリーマート マルイチ

マッサージ 藤倉治療院

福住薬局　

靴・スポーツ用品 ブラザー

文教堂書店

こだわりのうつわ 紅とも

毎日新聞水天宮販売所

マツモトキヨシ

白衣・ユニフォーム 丸富士

生・造花式典 ミソノ

靴 みどりや靴店

文具事務器 ミヤギ

モリヤフォトスタジオ

●食品　　　　

食品の店 いたくらや

すき焼・割烹 人形町今半

京粕漬 魚久

鮨 きふね人形町2丁目

お茶の 共和園

和洋酒・食料品 小山酒店

おにぎり コロナ人形町店

銘茶 佐七

酒・洋酒・食品 新川屋佐々木酒店

ドイツパンの店 タンネ

京漬もの 近爲

佃煮 ちとせ屋

鳥近

長谷川海苔店

魚貝類販売 浜乃院

富貴豆 ハマヤ

すき焼と肉の専門店 日山

須賀屋果実店

ベーカリー プレタグテー

パン・食料品 人形町ペティスコ

サンドウィッチパーラー まつむら

惣菜おでん 美奈福

茶卸小売 　森乃園東京店

うまいものの揃う食料品店 わしや

親子焼・玉子焼・焼鳥・地鶏の 鳥忠

●和洋菓子・煎餅

人形焼本舗 板倉屋

人形焼・瓦せんべい 人形町亀井堂

京菓子司 寿堂

おせん・おかき処 小藤屋

ゼイタク煎餅 重盛の人形焼

手焼せんべい 草加屋

名菓 千鳥屋

江戸菓子匠・茶寮 つくし

和風ファーストフード 天運堂

花見せんべい

カステラ 文明堂

和生菓子 縫月堂

和菓子舗 三原堂本店

高級鯛焼本舗 柳屋

御菓子司 人形町 嘉野

●不動産・金融・他

アシスト30

菊弥不動産

興産信用金庫人形町支店

センチュリー証券

不動産 宝や

不動産管理 旅路

東京シティ・エアターミナル

東京シティ信用金庫 日本橋支店

東京穀物商品取引所

プロミス

みずほ銀行 蛎殻町支店

柳屋不動産

婦人服 エフ・ピー・エス

京扇子 京扇堂　　　　

紳士婦人服 キリンヤ洋品店

下町おもしろ工芸館

マタニティ専門 ジョリー　

きもの今昔 甚右衛門

カットハウス スペース

滝上理容館　　　　　

特選呉服 立花屋

紳士洋品 チボリ・オオノヤ

東京メガネ日本橋店

ネクタイの中島　　　

新感覚の染めと織り 錦や

きもの 松ざわ

マタニティ専門 美樹村

みつこ美容室

　　　　　

つづら岩井商店　　　

美術陶芸 京雅堂

和楽器 ばち英

ホテル 吉晁

グロリアツーリスト

シティペンション ゼム

ホテル 日本橋サイボー

パチンコ 正村遊技場　

旅館 満寿多　

明治座　　　　　

ロイヤルパークホテル

　　　　　　　　　　  

　　　　　　　　

大観音寺　　　　　　

水天宮

東京メトロ 水天宮前駅

東京メトロ 人形町駅

都営地下鉄 人形町駅　

都営地下鉄 浜町駅　　
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